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3

世
界
遺
産

紀き

伊い

山さ
ん

地ち

の
霊れ

い

場じ
ょ
う

と
参さ

ん

詣け
い

道み
ち

下
北
山
村
の
文
化
財

日
本
遺
産

森
に
育
ま
れ
、
森
を
育
ん
だ

人
々
の
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ

〜
美び

林り
ん

連つ
ら

な
る
造ぞ

う

林り
ん

発は
っ

祥し
ょ
う

の
地 

吉
野
〜

　

平
成
16（
２
０
０
４
）年
、紀
伊
山
地
の
霊
場「
吉
野
・
大
峯
」、

霊
場
「
熊
野
三
山
」、
霊
場
「
高
野
山
」
と
、
そ
れ
ら
を
つ
な

ぐ
参
詣
道
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

奈
良
県
・
三
重
県
・
和
歌
山
県
の
三
県
に
ま
た
が
る
登
録

範
囲
の
う
ち
、
下
北
山
村
に
含
ま
れ
る
の
は
、
山
岳
信
仰
で

あ
る
修
験
道
の
行
者
た
ち
が
一
週
間
か
け
て
踏
破
す
る
修
行

の
道
「
大お
お

峯み
ね

奥お
く

駈が
け

道み
ち

」
の
一
部
で
す
。

　
「
大
峯
奥
駈
道
」
の
近
く
に
は
、
行
者
た
ち
が
礼
拝
や
修
行

を
行
う
た
め
の
「
靡な
び
き
」
と
呼
ば
れ
る
霊
場
が
75
カ
所
※ 

あ
り

ま
す
。
下
北
山
村
に
あ
る
の
は
18
番
目
か
ら
42
番
目
ま
で
の

計
25
カ
所
で
す
。
特
に
下
北
山
村
の
前ぜ
ん

鬼き

地
域
は
、
集
落
そ

の
も
の
が
29
番
目
の
靡
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
に
多
く

の
靡
が
あ
り
、「
奥
駈
け
の
心
臓
部
」
と
も
い
え
る
場
所
で
す
。

※
「
靡
」
は
古
く
は
１
２
０
カ
所
あ
り
ま
し
た
が
、
75
カ
所
に

整
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
北
山
村
は
、
奈
良
県
吉
野
の
紀
伊
山
地
の
山
奥
、

北
山
川
沿
い
の
山
間
部
に
あ
り
ま
す
。
1
0
0
0
年

以
上
前
に
、
山
岳
信
仰
「
修し
ゅ

験げ
ん

道ど
う

」
の
人
々
が
修
行

の
た
め
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
集
落
が
で
き
ま
し

た
。
安
土
桃
山
時
代
に
良
質
の
木
材
の
産
地
と
し
て

認
め
ら
れ
て
以
降
、
特
に
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
の
後

半
ご
ろ
ま
で
、
大
変
林
業
が
栄
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

山
間
部
の
印
象
が
強
い
下
北
山
村
で
す
が
、
実
は

和
歌
山
県
新
宮
市
や
三
重
県
熊
野
市
な
ど
の
海
沿
い

の
都
市
か
ら
近
く
、
今
な
ら
熊
野
市
ま
で
車
で
一
時

間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
奈
良
県
に
属
し
な
が
ら
も
、

生
活
文
化
圏
は
和
歌
山
県
・
三
重
県
側
に
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。

　

文
化
財
と
は
、
人
間
の
文
化
的
活
動
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
、
歴
史
的
・
芸
術
的
・
学
術
的
価
値
が

高
い
も
の
の
こ
と
で
す
。
建
築
物
や
美
術
工
芸
品
な

ど
の
形
あ
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
踊
り
や
歌
の
よ
う

な
形
の
な
い
も
の
も
文
化
財
で
す
し
、「
他
の
場
所

に
な
い
自
然
の
風
景
」
な
ど
も
、
人
に
価
値
が
見
出

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
文
化
財
に
な
り
ま
す
。

　

下
北
山
村
は
特
に
、
修
験
道
や
林
業
を
中
心
と
し

た
山
の
生
活
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
伝

え
る
「
民
俗
文
化
財
」
と
、
自
然
が
作
り
育
て
て
き

た
生
物
・
植
物
・
景け

い

勝し
ょ
う

地ち

な
ど
の
「（
天
然
）
記
念
物
」

が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
冊
子
で
は
、
下
北
山
村
に
あ
る
８
つ
の
地
区

ご
と
に
、
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

希
少
な
自
然
・
生
物
を
保
護
す
る
た
め
、
下
北
山
村
は
次
の
一

部
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

◎
吉
野
熊
野
国
立
公
園

　

◎
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
「
大お
お

台だ
い

ヶが

原は
ら

・
大お
お

峯み
ね

山さ
ん

・
大お
お

杉す
ぎ

谷だ
に

」

◎
国
指
定
史
跡

　

・
大
峯
奥
駈
道

◎
県
指
定
文
化
財

　

・
前
鬼
の
ト
チ
ノ
キ
巨
樹
群

◎
村
指
定
文
化
財

　

・
夫
婦
杉

　

・
親
子
杉

　

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
、
吉
野
町
、
下
市
町
、
黒
滝
村
、

天
川
村
、
下
北
山
村
、
上
北
山
村
、
川
上
村
、
東
吉
野
村
の

８
町
村
か
ら
成
る
日
本
遺
産
「
美
林
連
な
る
造
林
発
祥
の
地
」

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
5
0
0
年
に
わ
た
る
造
林
技
術
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
人

工
林
と
、
神
仏
が
坐
す
地
と
し
て
残
さ
れ
た
天
然
林
が
共
生

す
る
奈
良
県
吉
野
地
域
。
そ
こ
で
は
、
造
林
と
製
材
の
技
術

を
生
業
と
し
、
田
畑
が
少
な
い
山
で
暮
ら
す
人
々
な
ら
で
は

の
文
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
本
遺
産
は
「
森
と
共
生
の
文
化
」「
森
と
信
仰
の
文

化
」「
森
と
暮
ら
し
の
文
化
」
の
三
つ
の
視
点
で
、
吉
野
地
域

を
紹
介
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
北
山
村
か
ら
は
「
前
鬼
の
ト
チ
ノ
キ
巨
樹
群
」「
池
神
社

と
親
子
杉
・
夫
婦
杉
」「
前
鬼
集
落
跡
」「
春
ま
な
の
め
は
り

寿
司
」
が
構
成
要
素
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

吉
野
杉
の
加
工
技
術
の
一
つ
と
し
て
「
割わ
り

箸ば
し

製
作
技
術
」
が

あ
り
ま
す
が
、
村
内
で
割
箸
製
作
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
と
は

昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
に
採
択
さ
れ
た
世
界
遺
産
条
約

に
基
づ
き
、
ど
の
国
、
ど
の
時
代
、
ど
ん
な
信
仰
や
価
値

観
の
人
で
も
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
「
顕
著
な
普
遍

的
価
値
」
を
も
つ
建
造
物
や
遺
跡
、
景
観
、
自
然
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
す
。
人
類
共
通
の
財
産
と
し
て
、

定
期
的
に
保
全
状
況
を
確
認
し
て
守
り
伝
え
ら
れ
ま
す
。

日
本
遺
産
と
は

日
本
遺
産
は
、
地
域
が
提
案
し
、
文
化
庁
が
認
定
す
る
も

の
で
す
。
そ
の
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
説
明
と
、
そ
れ
を

裏
付
け
る
食
生
活
・
遺
跡
・
文
化
財
な
ど
が
一
つ
の
ス
ト
ー

リ
ー
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
特
色
を
知
り
た

い
と
き
や
、
訪
れ
る
人
へ
の
説
明
な
ど
に
活
用
で
き
ま
す
。

下北山
村

熊野市

尾鷲市

奈良市

和 歌 山 県

大 阪 府

三 重 県

奈 良 県

新宮市

和歌山県
北山村

「続日本百名山」にも選ばれた釈
しゃ

迦
か

ヶ
が

岳
たけ

からの展望。大峯奥駈道は釈迦ヶ岳の山頂を通る。前鬼のトチノキ巨樹群。巨樹群から得られるトチの実は、田畑の少ない地域の希少な食料になる。

下
北
山
村
の
「
文
化
財
」

下
北
山
村
っ
て
ど
ん
な
村
？

2
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下
北
山
村
の
文
化

ゆ
か
り
の
人
々

と
ち
の
実 
と 

と
ち
も
ち

役え
ん
の

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

と
前ぜ

ん

鬼き

・
後ご

鬼き

実じ
つ 

利か
が 

行ぎ
ょ
う 

者じ
ゃ

西に
し 

村む
ら 

伊い 

作さ
く

杉す
ぎ 

岡お
か 

華か 

邨そ
ん

下
北
春
ま
な 

と

め
は
り
寿
司

　

村
の
歴
史
や
、
村
に
ゆ
か
り
あ
る
人
物

の
紹
介
、
生
活
や
生
業
、
祭
祀
の
道
具
な

ど
を
展
示
し
、
村
の
暮
ら
し
や
昔
の
様
子

が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
施
設
で
す
。

　

建
物
の
正
面
玄
関
と
、
入
っ
て
右
に
あ

る
会
議
室
は
、
村
育
ち
の
設
計
者
だ
っ
た

西
村
伊
作
氏
が
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年

に
設
計
し
た
旧
桑
原
医
院
を
移
築
し
た
も

の
で
す
。

所
在
地　

下
北
山
村
上
桑
原
8
8
5
ー
1

電　

話　

0
7
4
6
8
ー
6
ー
0
9
0
1

（
下
北
山
村
教
育
委
員
会
）

開
館
日　

木
曜 

※
開
館
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
来
館
の
場
合
は
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

入
館
料　

無
料

　

平
地
が
少
な
く
、
稲
作
に
不
向
き

な
下
北
山
村
で
は
、
と
ち
の
実
か
ら

つ
く
る
「
と
ち
も
ち
」
は
貴
重
な
食

料
で
し
た
。
秋
に
な
る
と
自
然
に
落

ち
る
実
を
拾
い
集
め
、
水
に
さ
ら
し
、

天
日
干
し
し
、
皮
を
剥
い
て
あ
く
抜

き
を
し
て
、
も
ち
米
と
一
緒
に
蒸
し

て
つ
い
て
餅
に
し
ま
す
。
手
間
暇
を

か
け
た
伝
統
食
で
す
。

　

人
間
の
採
取
や
、
鹿
に
よ
る
食
害
な
ど
で
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し

て
い
る
植
物
・
生
物
が
あ
り
ま
す
。
下
北
山
村
に
生
息
す
る
コ
サ
ナ

エ
ト
ン
ボ
は
、
奈
良
県
希
少
野
生
動
植
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
～
40
年
代
ご
ろ
に
、
奈
良
教
育
大
学
の
牧
野
英
三
氏
に

よ
っ
て
寺て

ら

垣が
い

内と

地
区
で
採
譜
さ
れ
た
子
守
歌
で
す
。「
こ
う
っ
て

寝
れ
」
は
赤
ち
ゃ
ん
の
い
び
き
の
形
容
、「
ね
し
ょ
」
は
女
の
子

の
こ
と
で
す
。

　

下
北
山
村
や
奥
吉
野
一
帯
に
は
、
他
の
近
畿
地
方
と
は
異
な
る
特

有
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、「
言
語
島
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

聞
き
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
は
下
北
山
村
地
域
独
特
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

　

川
の
美
し
い
下
北
山
村
は
川
魚
の
宝
庫
で
す
。

昔
か
ら
老
若
男
女
を
と
わ
ず
、
食
材
の
確
保
と

楽
し
み
を
兼
ね
て
魚
を
捕
り
ま
し
た
。
池
原
ダ

ム
が
で
き
る
ま
で
は
、
エ
プ
ロ
ン
を
川
に
下
ろ

し
、
し
ば
ら
く
し
て
引
き
上
げ
る
だ
け
で
捕
れ

た
ほ
ど
魚
が
い
た
そ
う
で
す
。

　

池
原
ダ
ム
が
で
き
て
か
ら
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
釣
り
大
会
や
、
釣
り
を
通
し
て
マ
ナ
ー
を
学

ぶ
子
ど
も
向
け
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開

催
す
る
な
ど
し
て
来
村
を
呼
び
か
け
、
今
で
は

池
原
ダ
ム
湖
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
の
名
所
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
役
行
者
を
継
ぐ
行
者
」
と

仰
が
れ
た
行
者

大
正
モ
ダ
ン
建
築
の
設
計
と

文
化
学
院
創
立

日
本
を
代
表
す
る

「
現
代
か
な
書
」
の
第
一
人
者

修
験
道
の
開
祖
と

お
供
に
な
っ
た
鬼
、
そ
の
子
孫
た
ち

江
戸
時
代（
天
保
年
間
）

  

ー
明
治
17（
１
８
８
４
）

明
治
17（
１
８
８
４
）

ー
昭
和
38（
１
９
６
３
）

大
正
２（
１
９
１
３
）

ー
平
成
24（
２
０
１
２
）

飛
鳥
時
代

あ
の
車
ち
り
き
っ
て
っ
た
ぞ
！

ど
え
ら
い
き
ん
と
べ
や
に
ゃ

「
や
れ
よ
〜
だ
ー
し
よ
か
い
に
ゃ
」

ち
り
き
る

き
ん
と
べ

や
れ
よ
〜

泣
く
な
泣
く
な　

泣
く
な
よ

泣
い
た
ら　

と
ん
び
に
つ
ま
ま
れ
る

泣
い
た
ら　

小こ

鷹た
か

に
つ
ま
ま
れ
る

こ
う
っ
て
寝
れ　

こ
う
っ
て
寝
れ　

こ
う
っ
て
寝
れ
よ

寝
れ
寝
れ　

ね
し
ょ
の
子

起
き
れ
起
き
れ　

男
の
子

飛
ば
し
て
行
く

几
帳
面

他
人
に
対
し
て
は
「
あ
れ
ま
ぁ
」

自
分
に
対
し
て
は
「
し
ま
っ
た
〜
」

下
北
山
村

歴
史
民
俗
資
料
館

　

修
験
道
は
、
山
岳
地
帯
で
の
修
行
と

神
道
・
仏
教
が
融
合
し
た
、
日
本
古
来

の
山
岳
信
仰
で
す
。
村
の
伝
承
で
は
天

武
天
皇
が
治
め
た
白
鳳
時
代
（
約
1
3 

5
0
年
前
）
に
、
役
行
者
が
下
北
山
村

と
十
津
川
村
の
間
に
あ
る
釈
迦
ヶ
岳
周

辺
を
修
行
場
と
し
て
開
山
し
た
の
が
、

大
峯
奥
駈
修
行
の
始
ま
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

役
行
者
に
は
、
改
心
さ
せ
た
の
ち
、

弟
子
に
し
た
夫
婦
の
鬼
、
前
鬼
・
後
鬼

が
い
ま
し
た
。
下
北
山
村
の
前
鬼
地
域

は
、
鬼
の
５
人
の
子
ど
も
た
ち
が
修
行

者
の
手
助
け
を
す
る
た
め
に
５
坊
を
建

て
た
こ
と
で
で
き
、
そ
の
子
孫
た
ち
が

守
り
伝
え
て
き
た
集
落
で
す
。

　

自
然
に
身
を
投
げ
て
神じ
ん

通つ
う

力り
き

を
得
る

「
捨し
ゃ

身し
ん

入に
ゅ
う

定じ
ょ
う」
と
い
う
修
行
を
実
践
し

た
、
最
後
の
修
験
道
の
行
者
で
す
。

　

天て
ん

保ぽ
う

年
間
末
に
岐
阜
県
で
生
ま
れ
、

25
歳
の
こ
ろ
に
前
鬼
地
域
の
５
坊
の
一

つ
、
行
者
坊
の
五ご

鬼き

熊く
ま

義よ
し

真ま
さ

氏
に
弟
子

入
り
し
ま
し
た
。

　

修
験
道
は
、
明
治
４
（
１
８
７
１
）

年
以
降
、
明
治
政
府
に
よ
る
「
神し
ん

仏ぶ
つ

分ぶ
ん

離り

令れ
い

」
や
「
修し
ゅ

験げ
ん

宗し
ゅ
う

廃は
い

止し

令れ
い

」
な
ど

に
よ
り
、
廃
宗
の
危
機
に
陥
り
ま
す
。

し
か
し
、
実
利
行
者
は
修
行
や
祈
祷
を

続
け
、
多
く
の
信
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

役
行
者
を
継
ぐ
行
者
「
大
峯
山
二
代
目

行
者
実
利
師
」「
大
峯
大
導
師
」
と
呼

ば
れ
、
慕
わ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
17
（
１
８
８
４
）
年
生
ま
れ
。
大

正
自
由
教
育
の
教
育
者
、
大
正
モ
ダ
ン
建

築
設
計
者
と
し
て
名
を
残
す
文
化
人
で

す
。
和
歌
山
県
新
宮
市
の
大
石
家
に
生
ま

れ
ま
し
た
が
、
母
の
実
家
で
あ
る
上
桑
原

の
西
村
家
の
養
子
に
な
り
ま
し
た
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
洋
風
の
文
化
と
自
由

な
思
想
に
触
れ
て
い
た
伊
作
は
、
権
威

的
で
は
な
く
、
実
質
的
な
生
活
ス
タ
イ

ル
を
提
唱
し
、
客
間
で
は
な
く
家
族
が

集
ま
る
居
間
を
中
心
に
し
た
モ
ダ
ン
な

建
築
を
数
多
く
設
計
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
正
10
（
１
９
２
１
）
年
に
は
、
東
京

に
、
男
女
平
等
の
精
神
で
自
由
と
個
性

を
尊
重
す
る
新
教
育
を
行
う
「
文
化
学

院
」
を
創
立
し
ま
し
た
。

　

大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
、
下
池
原

生
ま
れ
。
本
名
は
正
美
と
い
い
、
華
邨

は
書
家
と
し
て
の
雅が

号ご
う

で
す
。「
か
な
文

字
」
の
古
典
を
徹
底
的
に
研
究
し
、
文

字
の
形
や
大
き
さ
、
文
字
の
つ
な
が
り

の
流
麗
さ
、
線
や
墨
の
強
弱
な
ど
、
様
々

な
筆
の
表
現
を
追
及
し
、
書
家
と
し
て

新
た
な
「
か
な
表
現
」
を
創
出
し
ま
し

た
。
大
学
で
指
導
を
し
た
り
、
研
究
成

果
や
指
南
書
を
出
版
す
る
な
ど
、
研
究

者
・
教
育
者
と
し
て
も
活
躍
し
、
書
道

界
に
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
に
は
文
化

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
平
成
12

（
２
０
０
０
）
年
に
は
文
化
勲
章
を
受

章
し
て
い
ま
す
。

▼ 

修
験
道
と
宿
坊	

（
ｐ
７
）

▼ 

行
者
の
滝	

（
ｐ
12
）

▼ 

下
北
山
村
歴
史
民
俗
資
料
館

（
こ
の
ペ
ー
ジ
下
）

▼ 

杉
岡
華
邨
記
念
館

（
下
北
山
温
泉
「
き
な
り
館
」
内
）

も
っ
と
し
り
た
い
！

も
っ
と
し
り
た
い
！

も
っ
と
し
り
た
い
！

も
っ
と
し
り
た
い
！

イワチドリ

ナンバンギセル

キイジョロウホトトギス

コサナエトンボ

例例 例

とちの実（左：果皮付、右：剥いたもの）

とちもち

めはり寿司

下北山村歴史民俗資料館の外観

下北春まな
　

め
は
り
寿
司
は
、
漬
物
や
味
噌
な

ど
を
混
ぜ
込
ん
だ
ご
は
ん
を
、
青
菜

の
漬
物
で
つ
つ
ん
だ
も
の
で
す
。
下

北
山
村
で
は
「
下
北
春
ま
な
」
で
作

り
ま
す
。
下
北
春
ま
な
は
、
葉
が
肉

厚
で
柔
ら
か
く
、
下
北
山
村
の
気
候

で
な
け
れ
ば
こ
の
味
に
育
ち
ま
せ

ん
。
旬
の
季
節
は
葉
を
ゆ
で
て
、
そ

れ
以
外
は
塩
漬
け
に
し
た
葉
で
作
り

ま
す
。

　

日
々
の
食
事
や
、
お
弁
当
に
も
使

わ
れ
る
身
近
な
め
は
り
寿
司
は
、
来

客
の
も
て
な
し
に
も
喜
ば
れ
ま
す
。

下北
山

下北
山

下北
山

下北
山

下北
山

植
物
・
生
物
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池
　
原

池
　
原

池
　
峰

池
　
峰

浦
　
向

浦
　
向

寺
垣
内

寺
垣
内

佐
　
田

佐
　
田

上
桑
原

上
桑
原

下
桑
原

下
桑
原

前ぜ

ん 

鬼き 

の
文
化
財

前
鬼
集
落
跡

前
鬼
の

ト
チ
ノ
キ

巨
樹
群

前ぜ
ん

鬼き

不ふ

動ど
う

七な
な

重え

の
滝

修
験
道
と
宿
坊

前
鬼
地
域
は
、
国
道
1
6
9
号
に
あ
る
前
鬼
口
か

ら
12
㎞
も
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
世
界
遺

産
・
大
峯
奥
駈
道
の
近
く
の
原
生
林
に
囲
ま
れ
た

小
さ
な
平
地
で
、
修
験
道
の
行
者
の
た
め
の
宿
坊

が
あ
り
ま
す
。

前鬼川は、修験道では水
みず

垢
ご

離
り

（水で体を清めること）の行場と

なっており、不動七重の滝のほか、不動滝や三重の滝などの名
めい

瀑
ばく

も多く、山歩きや沢登りをする人々にも知られている。

　

前
鬼
集
落
は
役
行
者
の
弟
子
で
あ
る
前

鬼
・
後
鬼
の
５
人
の
子
ど
も
の
子
孫
た
ち

が
、
宿
坊
を
営
み
な
が
ら
、
修
行
す
る
人
々

の
世
話
を
し
て
き
た
場
所
で
す
。
奥
駈
道

の
29
番
目
の
靡
（
行
場
）
で
も
あ
り
ま
す
。

　

明
治
時
代
ま
で
は
ど
こ
の
行
政
区
域
に

も
属
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
明
治
５

（
１
８
７
２
）
年
に
吉
野
郡
に
、
明
治
22

（
１
８
８
９
）
年
に
下
北
山
村
に
編
入
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
一
年
中
住
む
人
は
な

く
、
最
後
の
宿
坊
で
あ
る
小お

仲な
か

坊ぼ
う

が
週
末

に
営
業
す
る
の
み
で
す
。

　

集
落
跡
は
＂
日
本
遺
産
吉
野
＂
の
構
成

要
素
の
一
つ
で
す
。
石
垣
な
ど
で
平
坦
地

を
造
成
し
た
景
観
は
、
山
地
の
狭
い
土
地

で
営
ま
れ
た
集
落
の
姿
を
伝
え
て
い
ま

す
。

　

前
鬼
集
落
か
ら
「
太た

い

古こ

ノの

辻つ
じ

」
方
面
へ

２
㎞
ほ
ど
登
っ
た
所
に
あ
る
ト
チ
ノ
キ
の

巨
樹
群
で
す
。
幹
回
り
10
ｍ
を
超
す
も
の

も
あ
り
ま
す
。
平
地
が
少
な
く
農
耕
に
不

向
き
で
、
他
の
集
落
か
ら
離
れ
、
物
流
の

少
な
い
前
鬼
集
落
で
は
、
巨
樹
が
落
と
す

ト
チ
の
実
は
貴
重
な
食
料
に
も
な
り
ま
し

た
。

　
＂
日
本
遺
産
吉
野
＂
の
構
成
要
素
で
あ

る
ほ
か
、
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
に
は
、

県
の
天
然
記
念
物
に
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

高
さ
１
６
０
ｍ
ほ
ど
の
七
重
の
段だ
ん

瀑ば
く

で
、
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
の
「
日
本

の
滝
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
前

鬼
口
か
ら
前
鬼
集
落
に
向
か
う
途
中
の
車

道
沿
い
の
展
望
場
か
ら
も
、
緑
に
彩
ら
れ

た
断
崖
を
豪
快
に
流
れ
落
ち
る
、
絵
画
の

よ
う
に
美
し
い
滝
の
姿
が
よ
く
見
え
ま

す
。

　

展
望
場
か
ら
続
く
森
林
遊
歩
道
を
６
㎞

ほ
ど
歩
い
て
、
滝
つ
ぼ
に
近
い
大
滝
展
望

台
に
向
か
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
草
木
が

茂
り
や
す
い
場
所
の
た
め
、
長
袖
・
長
ズ

ボ
ン
、
手
袋
を
着
用
し
て
訪
れ
て
く
だ
さ

い
。

　

修
験
道
は
皇
族
・
貴
族
な
ど

に
も
崇す
う

敬け
い

さ
れ
、
全
国
か
ら
多

く
の
行
者
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、

明
治
政
府
に
よ
る
修
験
宗
廃
止

令
な
ど
に
よ
り
、
一
時
は
前
鬼
に

訪
れ
る
人
が
絶
え
ま
し
た
。
宿

坊
を
維
持
す
る
こ
と
は
大
変
な

こ
と
で
、
５
坊
あ
っ
た
宿
坊
は
、

現
在
は
小
仲
坊
の
１
坊
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
小
仲
坊
61
代
目

の
五ご

鬼き

助じ
ょ

義よ
し

之ゆ
き

さ
ん
は
、
会
社

勤
め
を
し
、
行
者
が
泊
ま
る
日

は
会
社
を
休
ん
で
宿
坊
を
営
業

し
た
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
は
沢
登
り
や
登
山
で
の

利
用
者
も
多
い
そ
う
。
予
約
は

基
本
的
に
は
週
末
の
み
で
す
が
、

修
行
で
の
宿
泊
や
大
人
数
の
場

合
は
、
事
前
連
絡
で
相
談
に
応

じ
て
く
れ
ま
す
。

コ
レ
も
前
鬼
の
文
化
財

● 

大
峯
奥
駈
道

● 

三み

重か
さ
ねの
滝

● 

ミ
ツ
マ
タ
群
落

前　

鬼

前　

鬼

前鬼集落跡の石垣

ト
チ
ノ
キ
の
巨
樹

滝の水が流れ込む前鬼川

宿泊所の外観

宿泊所の内観

展望場から見た不動七重の滝

坊跡へ続く階段行者堂
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前
　
鬼

前
　
鬼

池
　
峰

池
　
峰

浦
　
向

浦
　
向

寺
垣
内

寺
垣
内

佐
　
田

佐
　
田

上
桑
原

上
桑
原

下
桑
原

下
桑
原

普ふ

門も
ん

寺じ

稲
荷
神
社

池
原
郵
便
局

旧
舎

石い
し

ヤや

塔と
う

　

北
山
川
の
北
岸
の
山
の
中
腹
に
見
え
る

の
が
普
門
寺
で
す
。
曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う、
兵
庫
県
三

田
市
心
月
院
の
末
寺
で
、
創
建
年
は
不
明

で
す
が
、
明
治
時
代
の
史
料
で
は
、
江
戸

時
代
、
寛
永
元
（
1
6
2
4
）
年
の
開
山

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
寺
は
信
仰
の
場
所
で
あ

り
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
や
情
報
が
集

ま
る
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
文
久
３

（
1
8
6
3
）
年
に
、
江
戸
幕
府
を
倒
そ

う
と
し
た
天て
ん

誅ち
ゅ
う

組ぐ
み

が
下
北
山
村
に
逃
げ

て
き
た
際
、
村
人
が
集
ま
っ
て
対
策
を
検

討
し
た
場
所
で
す
。
ま
た
、
明
治
時
代
に

は
じ
め
て
の
戸こ

長ち
ょ
う

役
場
（
村
役
場
）
に

な
っ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

稲
荷
神
は
五
穀
豊
穣
・
商
売
繁
盛
の
ご

利
益
が
あ
る
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
神
で

す
。
江
戸
時
代
に
は
日
本
全
国
で
地
域
や

屋
敷
に
稲
荷
神
社
を
勧か
ん

請じ
ょ
うす
る
こ
と
が
流

行
し
ま
し
た
。

　

下
北
山
村
で
も
、
江
戸
時
代
に
あ
ち
こ

ち
で
稲
荷
神
社
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
北
山
村
最
大
の
稲
荷
神
社
が
池
原
の
も

の
で
す
。
文
化
元
（
1
8
0
4
）
年
4

月
7
日
、
当
時
の
池
原
村
が
京
都
伏
見

の
愛あ
い

染ぜ
ん

寺じ

か
ら
勧
請
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
上
池
原
郵
便
局
舎
の
向
か
っ
て

右
側
に
あ
り
ま
す
。
大
正
12
（
１
９
２
３
）

年
３
月
に
局
舎
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
窓

は
縦
長
で
、
ペ
ン
キ
塗
り
さ
れ
た
外
壁
は

横
板
を
下
か
ら
重
ね
な
が
ら
貼
っ
た
下
見

板
張
り
、
玄
関
部
分
に
は
本
屋
根
と
は
別

に
庇ひ
さ
し
を
つ
け
て
ポ
ー
チ
に
し
た
洋
風
建
築

で
す
。
昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
に
現
在

の
局
舎
に
移
り
ま
し
た
。

　

奇
岩
・
奇
石
が
塔
の
よ
う
に
そ
び
え
た

つ
、
下
北
山
村
の
景
勝
地
で
す
。

　

長
方
体
を
積
み
上
げ
た
よ
う
な
岩
々
の

外
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
崩
落
し
て
、
一
部
だ

け
残
っ
た
も
の
が
林
立
し
て
お
り
、
ま
る

で
石
塔
群
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
。
秋

は
常
緑
樹
と
紅
葉
で
彩
ら
れ
、
霧
の
日
に

は
、
自
然
が
作
り
出
し
た
無
数
の
石
塔
が
、

白
い
霧
の
中
に
浮
か
び
あ
が
る
幻
想
的
な

風
景
に
な
り
ま
す
。

　

池
郷
川
沿
い
の
池
郷
林
道
を
約
６
㎞
す

す
ん
だ
と
こ
ろ
に
展
望
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
観
光
の
際
は
、
道
路
状
況
を
役
場

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

コ
レ
も
池
原
の
文
化
財

● 

ア
メ
ド
マ
リ
の
滝

● 

音お
と

無な
し

の
滝

● 

小こ

又ま
た

川が
わ

水
力
発
電
所

池い

け 

原は

ら 

の
文
化
財

池
原
ダ
ム

池
原
大
橋

元
は
筏
い
か
だ

師し

が
多
く
住
ん
で
い
た
地
域
で
す
。

池
原
ダ
ム
建
設
の
際
に
人
口
が
増
え
、
当
時

は
繁
華
街
の
よ
う
な
場
所
で
し
た
。
下
北
山

ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
温
泉

や
宿
泊
施
設
・
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
ま
す
。

　

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
日
本
全
国

で
電
力
会
社
と
水
力
発
電
所
・
火
力
発
電

所
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
池
原
ダ
ム
は
昭
和

39
（
１
９
６
４
）
年
に
完
成
し
た
水
力
発

電
の
た
め
の
ダ
ム
で
す
。
高
さ
１
１
１
ｍ
、

長
さ
４
６
０
ｍ
の
ア
ー
チ
式
の
ダ
ム
で
、

貯
水
容
量
と
湛た
ん

水す
い

面
積
と
も
に
日
本
最
大

級
で
す
。

　

ダ
ム
建
設
は
下
北
山
村
の
風
景
と
文
化

を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
こ
の
ダ
ム
を
作

る
た
め
に
、
前
鬼
口
、
音お
と

枝し

、
大
瀬
地
区

が
水
没
し
て
い
ま
す
。
建
設
資
材
を
運
ぶ

た
め
に
橋
や
ト
ン
ネ
ル
が
作
ら
れ
交
通
網

が
充
実
し
、
物
流
も
変
わ
り
ま
し
た
。
素

朴
な
生
活
を
し
て
い
た
林
業
の
村
に
、
近

代
的
な
文
化
や
新
し
い
食
生
活
が
浸
透
し

た
の
で
す
。

　
「
フ
ナ
ド
の
渡
し
」
と
呼
ば
れ
る
渡
し
舟

が
あ
っ
た
場
所
に
、
昭
和
４
（
１
９
２
９
）

年
６
月
30
日
に
架
け
ら
れ
た
の
が
池
原
大

橋
で
す
。
発
電
施
設
建
設
の
た
め
の
道

路
拡
張
と
と
も
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
川
の
水
量
や
天
候
に
影
響
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
池
原
地
区
と
対
岸
の
池

峰
方
面
の
地
区
を
行
き
来
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
に
大
改
修
さ

れ
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ス
構
造
の
橋は

し

桁げ
た

な
ど
、

主
要
な
部
分
は
昔
の
ま
ま
で
す
。

ダ
ム
と
観
光
の
歴
史

　

ダ
ム
の
建
設
が
終
わ
る
と
、

仕
事
が
な
く
な
っ
た
人
々
は
村

か
ら
去
り
、
人
口
が
減
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
新
し
い

産
業
と
し
て
力
を
入
れ
た
の

が
、
観
光
開
発
で
す
。

　

吉
野
熊
野
国
立
公
園
内
の
村

で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
、
自
然

の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
体
験

を
し
て
も
ら
お
う
と
、
池
の
平

公
園
を
整
備
し
、
ダ
ム
建
設
で

で
き
た
廃は
い

川せ
ん

敷じ
き

に
ス
ポ
ー
ツ
公

園
を
建
設
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
整
え
ま
し

た
。
公
園
内
と
池い
け

郷ご
う

川が
わ

沿
い
に

は
桜
を
植
え
、
春
に
訪
れ
る

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
に
、
川
遊
び
に
、

キ
ャ
ン
プ
に
、
釣
り
に
と
様
々

な
楽
し
み
方
が
で
き
る
行
楽
地

に
な
り
ま
し
た
。

池　

原

池　

原

平成の森コテージからの池原ダム遠景

普門寺本堂

池原稲荷神社の社殿

池原郵便局旧舎外観

普門寺伽藍再建記念碑 六地蔵

展
望
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
見
た
石
ヤ
塔

池郷川の河原から見た池原大橋

池原ダム湖
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前
　
鬼

前
　
鬼

池
　
原

池
　
原

池
　
峰

浦
　
向

浦
　
向

寺
垣
内

佐
　
田

佐
　
田

上
桑
原

上
桑
原

下
桑
原

下
桑
原

池い

け 
峰み

ね 

の
文
化
財

池
神
社
と

明
神
池

池
の
平た

い
ら

ゴ
ル
フ
場

　

池
原
大
橋
か
ら
池い
け

原は
ら

坂ざ
か

（
池
ノ
坂
）
を

上
っ
た
峠
の
あ
た
り
、
林
の
中
に
美
し
い

池
と
神
社
の
赤
い
鳥
居
が
見
え
ま
す
。
池

神
社
と
明
神
池
で
す
。

　

天
武
天
皇
の
時
代
、
役
行
者
の
創
建
と

伝
わ
り
ま
す
。
役
行
者
が
水
神
の
怒
り
を

鎮
め
て
祀
っ
た
、
役
行
者
が
池
に
卵
を
投

げ
入
れ
た
ら
白
龍
が
現
れ
た
な
ど
の
伝
承

が
残
っ
て
い
ま
す
。
本
殿
と
は
別
に
、
池

沿
い
に
明
神
池
の
遥
拝
所
が
あ
り
ま
す
。

　

本
殿
の
御
祭
神
は
市い
ち

杵き

嶋し
ま

姫ひ
め
の

命み
こ
と（
弁

天
様
）
で
す
。
雨
乞
い
の
ご
利
益
で
知
ら

れ
、
尾お

鷲わ
せ

や
熊
野
な
ど
の
村
外
の
人
々
も

雨
乞
い
祈
願
に
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
明

治
ま
で
は
修
験
道
の
行
者
の
参さ
ん

篭ろ
う

所し
ょ

で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

池
神
社
の
近
く
に
作
ら
れ
た
ゴ
ル
フ
場

で
す
。
池
原
ダ
ム
の
建
設
の
際
に
電
源
開

発
（
株
）
の
職
員
が
作
っ
た
も
の
で
、
昭

和
41
（
１
９
６
６
）
年
に
村
が
買
い
上
げ
、

池
や
宿
泊
所
を
造
り
、
池
の
平
公
園
と
し

て
整
備
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
場
と
し
て
は
昭
和
32
（
１
９ 

５
７
）
年
開
場
の
奈
良
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
（
奈
良
市
）
に
つ
い
で
県
下
で
２
番
目

に
古
い
歴
史
を
持
ち
ま
す
。

池
神
社
と
祷と

う

屋や

　

村
の
氏
神
で
あ
る
池
神
社
に
は
、

神
社
を
支
え
る
「
祷
屋
」
と
呼
ば
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
各
地
区
か
ら

地
域
の
代
表
を
一
名
を
選
び
、
毎
月

一
日
、
十
五
日
に
は
池
神
社
に
お
参

り
に
行
き
ま
す
。お
祭
り
の
と
き
は
、

掃
除
を
し
、
お
餅
や
お
酒
を
供
え
、

地
区
の
人
々
の
安
全
と
無
事
を
祈
り

し
ま
す
。
こ
の
と
き
供
え
る
米
は
砂

糖
を
入
れ
た
甘
い
ご
は
ん
で
、「
一い
ち

夜や

づ
く
り
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

祷
屋
と
稚
児
の
衣
装
は
、
下
北
山

村
歴
史
民
俗
資
料
館
（
Ｐ
５
）
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
レ
も
池
峰
の

　
　

文
化
財

● 

夫
婦
杉
と
親
子
杉

	

（＂
日
本
遺
産
吉
野
＂、

	
 

村
指
定
文
化
財
）

池
神
社
と
明
神
池
が
あ
る
地
区
。
山
林
に

か
こ
ま
れ
、
古
く
か
ら
林
業
が
さ
か
ん
で

す
。
昭
和
39(
１
９
６
４)

年
に
池
の
平
公

園
が
作
ら
れ
、
歴
史
的
な
文
化
財
と
近
年

の
娯
楽
文
化
が
共
存
し
て
い
ま
す
。

下
北
山
村
の

山
の
神

寺て

ら

垣が

い

内と

の
文
化
財

正し
ょ
う

法ぼ
う

寺じ

住
吉
神
社

村
役
場
が
あ
る
地
区
で
、
戦
後
は
診
療
所
や
簡
易
水

道
な
ど
の
公
営
施
設
が
い
ち
早
く
作
ら
れ
ま
し
た
。

下
北
山
村
の
中
心
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
存
す
る
下
北
山
村
最
古
の
寺
で
、
曹

洞
宗
・
熊
野
市
安
楽
寺
の
末
寺
で
す
。
南

北
朝
時
代
、
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
の
皇
子
・
護も
り

良な
が

親し
ん

王の
う

は
、
北
朝
か
ら
逃
れ
下
北
山
村
に
入

り
ま
し
た
。
護
良
親
王
の
御ご

座ざ

所し
ょ

と
し
て

恵え

日に
ち

院い
ん

を
建
て
ま
し
た
が
、
忠
臣
・
戸と

野の

兵ひ
ょ
う

衛え

が
建
武
２
（
１
３
３
５
）
年
に
現

在
の
場
所
に
移
し
、
華か

清せ
い

山ざ
ん

正
法
寺
と
し

た
の
が
寺
の
始
ま
り
で
す
。

　

本
尊
は
十
一
面
観
世
音
菩
薩
で
す
。
現

在
の
本
堂
は
享
保
３
（
１
７
１
８
）
年

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
幕
末
に
は
、

江
戸
幕
府
を
倒
そ
う
と
し
た
天
誅
組
が

下
北
山
村
に
逃
げ
て
き
た
際
、
宿
舎
と

し
て
使
用
し
ま
し
た
。
山
門
は
天
明
２

（
１
７
８
２
）
年
の
も
の
で
、
扉
に
天
誅

組
の
浪ろ
う

士し

が
突
い
た
槍
跡
が
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、境
内
に
実
利
行
者
を
祀
っ

た
社
が
あ
り
ま
す
。

　

山
の
神
は
山や

ま

祇つ
み

と
も
い
い
、
特

に
林
業
の
盛
ん
な
地
域
で
祀
ら
れ

ま
す
。
下
北
山
村
で
も
地
区
ご
と

に
山
の
神
の
社
が
建
て
ら
れ
、
林

業
に
携
わ
る
人
々
は
正
月
７
日
、

木
材
を
切
る
た
め
の
ヤ
マ
イ
リ
の

日
、木
材
を
出
す
ヤ
マ
ダ
シ
の
日
、

材
木
を
売
っ
た
日
、
11
月
７
日
の

山
の
神
の
日
と
、
こ
と
あ
る
ご
と

に
榊さ
か
きや
酒
を
そ
な
え
、
お
ま
い
り

し
、
酒
盛
り
を
し
ま
し
た
。

　

紀
伊
山
地
の
一
帯
で
は
、
山
の

神
は
女
神
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

山
の
神
の
か
ん
ざ
し
と
呼
ば
れ
る

「
ケ
ズ
リ
バ
ナ
」
や
、
男
根
を
模

し
た
木
の
作
り
物
が
供
え
ら
れ
ま

し
た
。
今
は
そ
の
風
習
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
住
吉
神
社
境
内
の

山
の
神
の
社
に
、
昔
作
ら
れ
た
も

の
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

創
建
年
は
不
明
で
す
が
、
安
土
桃
山
時

代
の
文
禄
４
（
１
５
９
９
）
年
の
記
録
が

あ
る
の
で
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
池
神
社
の
分
身
等
の
伝
承
が

あ
り
ま
す
。
祭
神
は
八
幡
大
神
（
応お
う

神じ
ん

天

皇
）
で
す
。
祭
り
は
以
前
は
旧
暦
の
12
月

19
日
で
し
た
が
、
現
在
は
11
月
13
日
ご
ろ

に
、
寺
垣
内
地
域
が
中
心
と
な
っ
て
執
り

行
っ
て
い
ま
す
。

『下北山村史』（1973 年）より

池　

峰

寺
垣
内

明神池北岸から見た池神社

池の平ゴルフ場フェアウェイ

池明神境内

住吉神社社殿

参道入り口

正法寺本堂

実利行者の社

梵鐘
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前
　
鬼

前
　
鬼

池
　
原

池
　
原

池
　
峰

池
　
峰

浦
　
向

寺
垣
内

寺
垣
内

佐
　
田

上
桑
原

上
桑
原

下
桑
原

下
桑
原

佐　

田

浦う

ら 
向む

か
い 

の
文
化
財

山
村
留
学
に
つ
い
て

不
動
峠
か
ら
和
歌
山
へ
向
か
う
場
合
の

南
西
の
玄
関
口
で
す
。
佐
田
・
寺
垣
内

と
同
じ
地
域
で
し
た
が
、
江
戸
期
に
分

離
し
ま
し
た
。
林
業
が
さ
か
ん
な
頃
は

伐
採
し
た
木
を
出
す
職
人
が
多
く
住
み

ま
し
た
。

コ
レ
も

　

浦
向
の

　
　

文
化
財

● 

戸
野
兵
衛
の
墓

● 

山
の
神

行
者
の
滝

　

実
利
行
者
の
修
行
地
に
あ
る
滝
で
す
。

浦
向
地
域
か
ら
、
奥お
く

地じ

川が
わ

沿
い
の
国
道

４
２
５
号
を
２
㎞
ほ
ど
奥
に
い
く
と
、
実

利
行
者
の
分
骨
碑
の
向
か
っ
て
左
に
、
川

に
下
り
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
川
向

こ
う
に
あ
る
50
ｍ
ほ
ど
の
段
瀑
で
す
。
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
清
流
が
輝
く
奥
地

川
の
向
こ
う
、
木
々
の
隙
間
か
ら
山
の
水

が
岩
肌
を
伝
う
よ
う
に
白
く
落
ち
、
合
流

し
ま
す
。

　

修
験
道
に
は
、
水
垢
離
と
い
っ
て
、
水

行
や
滝
行
で
心
や
体
の
「
垢
」
を
身
か
ら

離
し
て
清
め
、
精
神
を
統
一
す
る
修
行
が

あ
り
ま
す
。
今
も
実
利
行
者
の
弟
子
の
子

孫
の
方
々
が
大
切
に
守
っ
て
い
る
信
仰
の

場
所
で
す
。
敬
意
を
持
っ
て
訪
れ
、
汚
す

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

対
岸
か
ら
見
た
行
者
の
滝

実
利
行
者

　

分ぶ
ん

骨こ
つ

碑ひ

　

実
利
行
者
は
、
捨
身
行
を
日
本
で
最
後

に
行
っ
た
人
物
で
す
。
肉
体
を
自
然
の
中

に
投
げ
、
自
然
と
一
体
化
す
る
か
わ
り
に
、

そ
の
霊
魂
に
現
世
で
生
き
る
人
々
を
救
う

た
め
の
神
通
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
、
修
験
道
の
最
高
の
秘
法
で
す
。
行

者
の
滝
に
降
り
る
手
前
の
平
地
に
、
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
に
囲
ま
れ
た
実
利
行
者
の
分
骨
碑

が
あ
り
、
毎
年
４
月
21
日
の
命
日
の
こ
ろ

に
行
者
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
か
ら

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
ま
で
、

下
北
山
村
に
は
他
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
寮
で
受
け
入
れ
る
「
山
村

留
学
」
の
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

寮
で
は
、
寮
長
・
寮
母
さ
ん
が
、

料
理
や
洗
濯
を
し
た
り
宿
題
を
見

て
あ
げ
た
り
と
親
代
わ
り
に
な
っ

て
、
面
倒
を
見
ま
し
た
。
村
内
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
村
外

の
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
え
る
新
し
い

交
流
の
機
会
で
し
た
。

　

寮
の
建
物
は
改
装
さ
れ
、
現

在
「
下
北
山
村
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
に
な
っ

て
い
ま
す
。

佐さ 

田だ 

の
文
化
財

大
切
な
生
業
、
林
業

比
較
的
平
地
が
多
く
、
農
地
に
恵
ま
れ
て
い
る
の

が
佐
田
地
区
で
す
。
木
材
の
伐
採
や
製
材
を
す
る

人
々
が
多
く
住
ん
で
い
ま
し
た
。
石
垣
が
多
く
、

風
景
と
し
て
も
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
地
域
で
す
。

う
い
山
の
天て

ん

王の
う

　

明
治
時
代
に
実
利
行
者
が
背
負
っ
て
い

た
神
様
を
請
い
受
け
て
祀
っ
た
神
社
で
、

テ
ン
ノ
サ
ン
と
も
い
い
ま
す
。
御
神
像
は

猪
に
ま
た
が
っ
た
神
様
の
姿
を
し
て
お
り
、

摩ま

利り

支し

天て
ん

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
テ
ン
ノ
サ

ン
は
摩
利
支
天
王
に
由
来
す
る
も
の
で

し
ょ
う
。

　

う
い
山
に
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
遷

宮
し
、
佐
田
公
民
館
前
の
バ
ス
停
向
か
っ

て
右
の
道
を
上
が
っ
た
と
こ
ろ
の
広
場
に

遷
さ
れ
ま
し
た
。
狸
や
狐
が
大
入
道
に
化

け
て
通
行
す
る
人
を
迷
わ
せ
た
た
め
に

祀
っ
た
と
い
う
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

（
畑
を
荒
ら
す
猪
を
封
じ
る
た
め
と
い
う
説

も
あ
り
ま
す
）。
祭
り
は
イ
ノ
コ
サ
ン
と
呼

ば
れ
、
毎
年
春
に
行
っ
て
い
ま
す
。

割わ
り

箸ば
し

製
作
技
術

　

丸
太
か
ら
柱
や
板
を
作
る
行
程
で
で
き

た
端は

材ざ
い

も
、
桶お
け

や
割
箸
づ
く
り
に
余
す
こ

と
な
く
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
木
の
性
質
を

生
か
す
高
い
技
術
は＂
日
本
遺
産
吉
野
＂
の

構
成
文
化
財
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
野
郡
産
の
ま
っ
す
ぐ
に
育
て
ら
れ
た
良

質
な
材
か
ら
作
ら
れ
た
割
箸
は
、
手
触
り

が
よ
く
、
気
持
ち
よ
く
割
れ
、
香
り
も
高

く
、
食
事
を
楽
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　

下
北
山
が
林
業
を
生
業
と
す
る
地

域
と
な
っ
た
の
は
、安
土
桃
山
時
代
、

豊と
よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

の
時
代
で
す
。
そ
れ
ま
で

の
下
北
山
村
は
、
政
変
に
敗
れ
た
権

力
者
の
落
ち
延
び
先
と
な
る
、
隠
れ

里
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
し
た
。
し

か
し
、
天
下
を
統
一
し
た
豊
臣
秀
吉

に
よ
っ
て
、全
国
で
検
地
が
行
わ
れ
、

下
北
山
村
は
良
質
な
材
木
を
産
出
す

る
土
地
と
し
て
、
豊
臣
秀ひ
で

長な
が

の
所し
ょ

轄か
つ

と
な
り
ま
し
た
。
下
北
山
材
は
伏
見

城
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
に
な
る
と
徳
川
将
軍
家
の
直
ち
ょ
っ

轄か
つ

地ち

と
な
り
、年
貢
は
「
木
年
貢
」
と
い
っ

て
木
材
を
納
め
ま
し
た
。
江
戸
城
で

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
山
材
は
、
吉
野
材
に
比
べ
、
目

の
つ
ま
り
が
少
な
く
、
柔
ら
か
い
代

わ
り
に
太
い
も
の
も
多
い
の
が
特
徴

で
す
。

浦　

向
分骨碑

山びこ寮と子どもたち

魔利支天王のほか、玉置神社の木札なども祀る社

山林風景
いろいろな割箸
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前
　
鬼

前
　
鬼

池
　
原

池
　
原

池
　
峰

池
　
峰

浦
　
向

浦
　
向

寺
垣
内

寺
垣
内

佐
　
田

佐
　
田

上
桑
原

下
桑
原

上か

み

桑く

わ

原は

ら 

の
文
化
財

筏い
か
だ

師し

と
不
動
峠
の
茶
屋

　

不
動
峠
の
地
蔵
堂
の
前
に

は
、
戦
後
の
頃
ま
で
茶
屋
が

あ
り
ま
し
た
。
木
材
を
筏
に

組
み
、
命
が
け
で
北
山
村
の

七
色
方
面
へ
と
運
ん
だ
筏
師

た
ち
は
、「
今
日
も
無
事
に
仕

事
を
終
え
た
」
と
ほ
っ
と
一

息
、
茶
屋
で
息
を
つ
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
七
色
の
先
の

新
宮
は
北
山
材
の
取
引
が
行

わ
れ
る
、
下
北
山
村
か
ら
近

い
大
き
な
海
沿
い
の
町
。
塩

や
魚
な
ど
の
買
い
物
に
も
峠

は
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

不
動
峠
と
筏
師
が
忘
れ
ら

れ
な
い
よ
う
、
近
年
し
ば
し

ば
「
不
動
峠
を
歩
く
会
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
は

新
宮
・
熊
野
方
面
に
は
車
で

さ
っ
と
移
動
で
き
ま
す
が
、

昔
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

歩
い
て
み
る
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

神じ
ん

武む

天て
ん

皇の
う

遙よ
う

拝は
い

所し
ょ

オ
オ
カ
メ
社

（
川
辺
神
社
）

不ふ

動ど
う

峠と
う
げ

地じ

蔵ぞ
う

堂ど
う

　

上
桑
原
の
中
央
の
八や

計け

地ち

山や
ま

（
通
称
・

中
山
）
の
頂
上
に
、「
遥
拝
所
」
と
彫
ら

れ
た
石
と
、
１
ｍ
の
台
座
石
が
あ
り
ま
す
。

神
武
天
皇
遥
拝
所
で
す
。
地
元
で
は
「
じ

ん
む
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
か
つ
て
は
毎
年

４
月
３
日
の
神
武
天
皇
祭
で
は
お
祭
り
も

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
神
武
天
皇
が
東
遷

北
上
の
時
、
こ
こ
で
休
憩
さ
れ
た
と
い
う

言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
オ
カ
メ
は
狼
の
こ
と
。
田
戸
の
神か
ん

林ば
や
し

家け

の
先
祖
が
狼
に
襲
わ
れ
鉄
砲
で
殺

し
た
あ
と
、
そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に

祀
っ
た
社
で
す
。
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
明

治
38
（
1
9
0
5
）
年
に
、
奈
良
県
東
吉

野
村
で
捕
獲
さ
れ
た
の
が
最
後
で
絶
滅
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に

は
下
北
山
村
に
も
多
く
い
た
よ
う
で
す
。

　

下
桑
原
の
小
口
の
人
が
、
猪
に
田
畑
が

荒
ら
さ
れ
ぬ
よ
う
オ
オ
カ
メ
社
で
榊
を
上

げ
て
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
榊
を
立
て
な

か
っ
た
田
は
猪
に
荒
ら
さ
れ
、
榊
を
立
て

た
田
は
無
事
だ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

北
山
川
の
下
流
、
和
歌
山
県
北
山
村
七

色
と
下
北
山
村
の
間
に
あ
る
の
が
、
不
動

峠
で
す
。
こ
の
道
は
、
和
歌
山
へ
の
生

活
道
で
あ
り
、
筏
師
が
七
色
で
筏
を
渡

し
た
あ
と
に
帰
る
「
筏
師
の
道
」
で
し

た
。
峠
を
通
る
人
々
を
見
守
っ
て
き
た

地
蔵
堂
は
朽
ち
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２

（
２
０
２
０
）
年
、
村
内
外
に
よ
る
浄
財
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
に
よ
る

支
援
を
受
け
、
新
し
い
お
堂
が
で
き
ま
し

た
。

下
北
山
村
の
人
々
は
、
昔
か
ら
日
々

の
必
需
品
な
ど
を
、
三
重
県
の
熊
野

や
和
歌
山
県
の
新
宮
と
行
き
来
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ま
か
な
っ
て
き
ま

し
た
。
上
桑
原
は
南
の
玄
関
口
と
い

え
る
と
こ
ろ
で
す
。

水
没
し
た

小こ

口ぐ
ち

集
落
に
つ
い
て

下し

も

桑く

わ

原は

ら

の
文
化
財

瀧り
ゅ
う

巖が
ん

寺じ

摺す
り

子こ

発は
つ

電で
ん

所し
ょ

跡あ
と

桑
原
の
地
名
の
由
来
と
さ
れ
る
桑
原
氏
は
、
南
朝
の
忠

臣
で
、
熊
野
の
荘
園
を
管
理
し
て
い
た
「
熊く
ま

野の

八は
ち

荘
し
ょ
う

司じ

」
の
一
族
だ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
熊
野
と

下
北
山
村
の
関
係
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

曹
洞
宗
、
兵
庫
県
三
田
市
心
月
院
の
末

寺
で
、
覚か
く

雄お
う

是ぜ

的て
き

和お

尚し
ょ
うが
開
山
し
ま
し
た
。

創
建
年
は
不
明
で
す
が
、
明
治
時
代
の
史

料
で
は
、江
戸
時
代
の
寛
永
10（
１
６
３
３
）

年
の
開
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
堂
は
大

正
12
（
１
９
２
３
）
年
に
修
築
さ
れ
た
も

の
で
、
本
尊
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の

仏
（
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

・
釈し
ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

・
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

）
の
三
体
並
列
形
式
で
す
。

　

鎮
守
は
『
天
満
大
自
在
天
神
』
菅す
が

原
わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

公こ
う

で
す
。
桑
原
の
地
名
の
由
来
と
さ

れ
る
桑
原
氏
は
、
菅
原
道
真
公
の
子
孫
で

あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

摺
子
発
電
所
は
、昭
和
6
（
1
9
3
1
）

年
に
竣
工
し
た
、
下
北
山
村
初
の
水
力
発

電
施
設
で
し
た
が
、
池
原
ダ
ム
が
で
き
た

こ
と
に
よ
り
役
目
を
終
え
ま
し
た
。
摺
子

発
電
所
の
建
設
当
時
は
、
ま
だ
材
木
を
筏

師
が
運
ん
で
い
た
時
期
で
、
発
電
用
の
水

路
以
外
に
、
筏
を
通
す
た
め
の
落ら
く

筏ば
つ

路ろ

が

備
え
ら
れ
て
い
た
の
が
特
徴
的
で
す
。

　

現
在
は
七
色
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
に
、
緑
に

覆
わ
れ
か
か
っ
た
発
電
所
の
建
屋
が
半
分

沈
ん
だ
状
態
で
見
え
て
お
り
、
ま
る
で
湖

に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
で
、
廃
墟
フ
ァ
ン

の
間
で
有
名
な
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
発
電
所
の
水
路
跡
に
は
、
保
護

獣
で
あ
る
コ
ウ
モ
リ
も
約
１
万
頭
、
越
冬

の
た
め
に
集
ま
り
ま
す
。
コ
ウ
モ
リ
は
種

の
多
い
哺
乳
類
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
載
る
ほ
ど
絶
滅
の
危
機

に
あ
り
ま
す
。
調
査
で
は
５
種
類
の
コ
ウ

モ
リ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
口
集
落
は
下
桑
原
の
最
南

に
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
住
民

が
林
業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た

が
、
和
歌
山
県
の
七
色
ダ
ム
の

建
設
に
伴
い
水
没
す
る
こ
と
に

な
り
、
全
32
戸
が
転
居
し
ま
し

た
。

　

現
在
下
桑
原
に
あ
る
庄
司
大

明
神
は
、
も
と
も
と
小
口
に
あ

り
ま
し
た
が
、
ダ
ム
建
設
の
た

め
１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に

遷せ
ん

宮ぐ
う

し
ま
し
た
。
祭
神
は
大
山

祇
大
神
で
す
。
神
社
の
名
前
の

由
来
は
、
桑
原
の
地
名
の
由
来

に
な
っ
た
熊
野
の
荘
園
を
管
理

者
「
熊
野
八
荘
司
」
の
荘
司
を

祀
っ
た
た
め
と
い
う
説
と
、
川

口
庄
司
と
い
う
落
ち
武
者
の
刀

を
、
御み

魂た
ま

代し
ろ

と
し
て
奉
祀
し
た

た
め
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

コ
レ
も

上
桑
原
・
下
桑
原
の

文
化
財

● 

小こ

井い

の
お
薬
師
さ
ん

● 

乳ち
ち

銀い
ち
ょ
う杏

● 

下
北
山
村
歴
史
民
俗
資
料
館

● 

荘
司
の
宮
（
庄
司
大
明
神
）

上
桑
原

下
桑
原

「遥拝所」と彫られた石

オオカメ社社殿

地蔵堂

筏師落筏路

水没前の小口集落

瀧巖寺本堂瀧巖寺本尊

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

使
用
し
た
イ
ラ
ス
ト

七
色
ダ
ム
湖
に
沈
む
建
屋


